6月19日(水)
春ＧＰガラガラもくもく

議事録 参加者:金子、功刀、小島、望月、久保、宮下(敬称略)
(検証b)に必要な情報は？
*日本の実践について(実例)

・どの教科で

・どのように

・誰が

(b)

①価値判断が入り込んでいる状況とは？by井垣


教師　　　→　　　生徒
　　　　一方的

→実際はどう？

実践例①

世界史教師　　　→　　　生徒 
　　　　　　　一方的

分かったこと

・宗教を専門に学んでいない先生が教えている。

・先生は一人

・考えさせる授業ではなく、知識教授型の授業。

⇒確かにこれでは大して宗教を知らない先生の価値観の影響が生徒に直接的に与えられてしまう。
⇒生徒は宗教の意義を客観的に考えられない！

②それでは宗教教育に定評がある国(要検討)はどうだろうか。

　　イギリス？　＆　カナダ？　＋α 宗教科がない国
分かったこと
・様々な宗教を学んだプロが教えている。

・様々な宗教を持つ生徒が皆で宗教を考える時間が設定されている。

・複数人のボランティア(教会から来た人)などが教えている。

⇒先生の価値観が生徒に与える影響が最小限に設定されている。
③何で日本はできないのか？

考えられる要因
(1)宗教を教えられるプロがいない？→いっぱいいる！※宗教科の先生が公立でも教えられるとするエビデンス

(2)考える時間がない→「総合」でテーマ設定することは可能！
　　　　　　　　　　　(問題になっていることを考える時間なのになぜ宗教をテーマ

　　　　　　　　　　　 にしないのか？それ自体が問題ではないか？)

(3)無信教者が多い→日本も多宗教である(データ)
⇒日本も海外のように先生の価値観の影響が最小限になるような授業ができる基盤はある
⇒では、なぜ日本においてやられていないのか…？

→宗教を公立学校でどこまで扱っていいか分からない。

　　→政教分離をおかしてしまうのではないかという不安。

　　　∟教育基本法第9条＝宗派教育ではない！！！
④政教分離は本当に問題か？

検証

・歴史

・政教分離の本当の意味

→どうやら政教分離それ自体はさほど問題ではない

→むしろ多くの人が政教分離の意味を正しく理解してないことが問題ではないか。

(b)検証！
今後の予定

木：仮説(a)(b)の海外部分完成(協力し合ってレジュメまで)

金土：仮説(a)(b)、先行研究検討→完成！

日：残り(概要部分etc)、(a)と(b)の検討会→完成！

月：日の続き

　　レジュメを全部つなげる(統合)

火：発表練習

☆海外の何を調べるか？

・カリキュラムを作ってる人
・取り扱われている宗教

・担任or専任or宗教家

・リサーチor講義orディスカッションorその他

・宗教科or歴史or人文科学(考える時間がどこにあるか)

・「受けない権利」の文言抜出

・政教分離(どの程度か)

よし、考えよう。





よし、自分ひとりで考えよう。








